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授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 102 名
定期試験
受験者数

102 名 合格者数 94 名 合格率 92%

実験内容はそれぞれの教員の専門分野から選び出されたものであり，きわめてバランスのとれたものと考えられ
る。それゆえ来年度もこの実験内容でいきたい。

8.7　4.1（予習復習） 実験が楽しくてよかったとの評価が多かった。この点に関し，とくにTAの教育もしっかりやって
おく必要性を痛感した。

２０１３年度　前期 リフレクションペーパー

学生によってはレポートを何回も再提出させられたようで，それなりにきつかったかも知れない。しかしこれは実験
内容の理解やレポート作成能力を高めてもらうためにはやむを得ないことである。

生物化学基礎実験

専門科目

部外評価
プレゼンテーション

 

生物環境化学科

成績は平均して８０点近くあり、不登校状態の留年生を含む数名は合格したので，目標は達していると考えられ
る。

選択必修科目

田中　賢二

・無菌操作と培地調製を正しく行うことができる。
・微生物細胞の顕微鏡観察、グラム染色、および簡易同定法を行うことができる。
・食品中の有用成分を定量できる。
・細胞や組織からDNAを抽出・精製することができる。
・電気泳動によりＤＮＡを分離、検出することができる。

4/10  導入講義（概要と実験の進め方、成績評価法、その他注意事項に関する説明）
4/17  各実験テーマの内容に関する説明
4/24～7/10
        数名単位で１つの班を構成し、各班交替で以下の実験テーマを実施する。
　　<生命化学実験>
　　　　動物組織からのDNAの抽出・精製
　　　　ALDH2遺伝子多型の識別-１-口腔粘膜細胞からの染色体DNA抽出
　　　　ALDH2遺伝子多型の識別-２-アガロース電気泳動・アルコールパッチテスト
　　　　食品中の生理活性物質の検出　—タンパク質を例として—
　　<微生物学実験>
　　　　培地調製、無菌操作、培養と観察
　　　　グラム染色
　　　　アピキットによる細菌の簡易同定試験
　　　　環境中からの大腸菌の検出と計数
7/17  自由課題実験、もしくは失敗した実験の再実験
7/24　本科目の総括・総評および後片づけ

実技

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習 計

60%
 
 
 

100%


